
１．はじめに

岩手県障害者用仮設住宅において具体的に支援を

実施することができた１事例を挙げ、その経緯と支

援後１カ月のフォローアップについて報告をする。

また地域における入浴サービスについて、その支

援例を報告する。

２．事例１（障害者仮設住宅への支援）

２．１　ニーズと支援内容

Ａさんは、脳血管障害等により体幹機能障害があ

り、屋内はひざ移動、屋外移動は車椅子を使ってい

る状況である（表１）。東日本大震災によって住宅

が全壊したＡさんは、2011年８月より障害者用仮

設住宅に入居している。Ａさん宅（図１）へ訪問し、

ヒアリング調査をおこなった結果、ニーズが明確に

なり具体的な支援をおこなうことができた。

表１　事例１の概要

表２　Ａさんへの支援の経緯

Ａさんのニーズは以下の４点であった（表２）。

・電 動 車 椅 子：仮設住宅のスロープ（勾配約１／

12、約７m）の昇降が今の車椅

子では困難になった。

・インターホン：ベランダ側の居室に滞在している

ことが多く、インターホンがない

ためノックの音が聞こえない。聞

こえても、すぐに玄関まで行くこ

とができない。

・座椅子：パソコンを使った点字翻訳の仕事をして

おり、もたれかかるための座椅子が欲し

い。

・移乗台：便器の高さ（約40cm）に床から乗り移

るのが大変。10cm程度の台が欲しい。

特にニーズが高かったのは、電動車椅子であった。

電動車椅子の提供は、バッテリー交換やパンク修理

などのアフターケア等を考慮し、「被災地障がい者

センターおおふなと」を通して、Ａさんへ貸与する

形式をとった。その他の支援物品（インターホン、

座椅子、移乗台等）もすべて被災地障がい者セン

ターに提供し、そこからＡさんへ貸与または提供す

ることとした。
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図１　Ａさん入居部分平面図

２．２　フォローアップとまとめ

福祉用具等を提供してから約１ヵ月半後、フォー

ローアップのためＡさん宅を訪問した。電動車椅子

については、まだ慣れないため駐車場で練習中との

ことであったが、すべての用具類は、ほぼ毎日使用

されており、特に大きな問題はなかった。

今回迅速に支援できたポイントは、仮設住宅入居

から約４ヶ月たっており、Ａさんのニーズが明確で

あったということと、被災地障がい者支援センター

を介した支援ができたことであると考える。福祉用

具を通して、地域での継続的な支援につながること

を期待したい。

３．事例２（地域における入浴支援）

３．１　ニーズと支援内容

前稿で障害者用仮設住宅であるにも関わらず浴室

に段差がある問題が指摘された。その他の調査研究

からもこの浴室段差の問題は指摘されているため、

今後は、段差のない浴室を持った仮設住宅が整備さ

れると推測される。しかし、浴室の大きさの問題は、

解決されないのではないかと考える。多くの仮設住

宅の浴室は0.75坪サイズであり、介助が必要な障

害者にとって0.75坪の浴室では、たとえ段差がな

くなったとしても介助はしにくい。そこで、高齢者

を対象としたデイサービスのように、地域で入浴を

支援する取り組みが必須になると考える。

本稿では、岩手県釜石市にある「被災地障がい者

センターかまいし」から地域における障害者の入浴

実態を把握（表３）し、浴室にリフトを設置する支

援をおこなうことができた。

表３　事例２の概要

３．２　フォローアップとまとめ

リフトが設置されてから約１ヶ月、電話による確

認をおこなった。リフトの継続利用は２名（うち１

名は申し込み中）であった。リフトが設置されたこ

とは、復興釜石新聞にも掲載された（図２）ため、

今後の利用者の増加に期待したい。



図２

高齢者のデイサービスが利用できない障害者に

とって、地域で気軽に入浴できる場所が増えたこと

は有益であったと考える。また、入浴を介助するス

タッフの負担や介助スタッフの確保の面においても、

リフトの設置は有効である。
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